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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、組織型プラスミノーゲンアクチベーターIの活性を阻害するセリンプロテアーゼです。コードされるタンパク質はリポタンパク質(a)の大部分を占め、タンパク質分解によって切断され、アテローム性動脈硬化病変に付着して血栓形成を促進する断片となります。このタンパク質の血漿中濃度の上昇は、アテローム性動脈硬化症と関連しています。コードされるタンパク質は、個人差はありますが、2～43個のクリングル型ドメインを含んでいます。ここで示されるアレルは、15個のクリングル型リピートを含み、参照ゲノム配列に見られるものと一致しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	LPAマウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	LPA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	LPA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト乳がん組織の免疫組織化学分析。
	

	LPA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

